
10 月 22 日(土)に福井市きらら館にて職員を対象に集合形式で開催(63 名参加) 

委員会からは「適切な支援に向けて」「感覚特性のアセスメントと対処方法の活用について」の 2 つの講義を行いました。障害別の特性や身体拘 

束の適正化、感覚の特性や寄り添った支援の大切さ等についての内容となりました。講義ごとのグループワークではそれぞれの思いや意見を出し合うこ

とで共感を得られたり、新しい発見ができたりしました。 

また、外部講師の中村まゆみ氏より「職場で楽しく働くために」と題した講義をいただき、自分自身を客観的に分析しました。そして、「持ち味さがし

ゲーム」という、お互いの良いところをメッセージカードに書き出すというワークに取り組みました。自分あてのメッセージカードを読み、他者からの視点で 

自分の良さに気づくことができ、各自のモチベーション UP にも繋げることができました。3 年ぶりに集合での開催となり、直接他事業所の職員との交流

を図ることができ、法人内の結束がより深まったように感じます。 

11 月には嘱託職員とアルバイト対象にオンラインにて「適切な支援に向けて」 

の講義を行い、法人全体で統一した情報の共有を行いました。支援方法等に 

関して様々な意見やアイディアを持ち寄っていただき、こちらも盛んに意見交換が 

行われました。 

今後も今回の研修を活かしながら、日々の支援や業務に前向きな気持ちで取り組んでいただきたいです。 

皆様には事前課題にもご協力いただき、職員研修会が充実した時間になりましたことを感謝申し上げます。 

令和４年度 支援力向上委員会 活動報告 

 

新入職員や他事業所に異動となった職員でも分かるように、就労継続支援 A 型・ 

B 型・生活介護・共同生活援助それぞれサービスごとに、支援員の手引きの作成を 

行いました。支援現場の流れや基本的なサービスの概要・各自の役割などの理解に繋げ、共通の意識を持って支援にあたることを目的としています。 

支援員として一人ひとりが自分の役割を理解し、利用者に寄り添った支援を提供することで、サービスの質の向上を目指して行きましょう。 
 

記載内容： 利用者と職員の 1 日の活動プログラム     サービスの目的・概要・役割・設備の基準    ※サービスごとに記載 

社会福祉法人つぐみ福祉会 

 

支援力向上委員会では、適切なサービスを提供するため、また、職員の資質向上のため、活動しています。 

今年度は、職員研修の企画・開催、支援員の手引き作成を中心に活動を行いました。 

職員研修会 

つぐみの羽ばたき（支援員の手引き） 

所属委員紹介 ～今年度の活動を振り返って～ 


